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JENESYS2023 インドネシア・マレーシア オンライン同窓会 

フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】過去に JENESYS で来日経験のあるインドネシア、マレーシアの参加者が、特定のテーマ、

自国と日本の連携に関する知識をアップデートすることを目的に実施しました。また、各国の同窓

生ネットワークの強化と同窓生活動の活性化を図りました。 

 

【参加者】JENESYS ASEAN インドネシア同窓生（2015 年度～2022 年度の参加者） 計 20 名 

 JENESYS ASEAN マレーシア同窓生（2015 年度～2022 年度の参加者） 計 20 名 

 （高校生～社会人、オンライン訪日経験者含む） 

 

【訪問地】東京都、マレーシア 

 

【日程】 

◼ オンライン同窓会 2023 年 10 月 13 日（金曜日） 

1． 【開会】【挨拶】外務省南部アジア部南東アジア第二課 外務事務官 星 綾理 氏  

2． 【アイスブレイク】チャットで意見交換 

 皆さんの国で好まれている農作物は何ですか? 

 農業に関する社会問題で知っていることはありますか? 

 皆さんの国で食べられている日本の農作物はありますか? 

3． 【講義】「持続可能な農業を目指して」 

講師：Chitose Agri Laboratory Sdn. Bhd. 農業専門家 浅野 航輝 氏 

4． 【グループワーク】グループディスカッション 

テーマ：あなたの地域の特産農産物をより魅力的に販売するためのプロモーションアイデアを

考えましょう 

 

２．記録写真  

  

【アイスブレイク】 【講義】「持続可能な農業を目指して」 
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【講義】「持続可能な農業を目指して」質疑応

答 

【グループワーク】グループディスカッション

の様子（インドネシア） 

  

【グループワーク】グループディスカッション

後の発表の様子（マレーシア） 

【記念撮影】 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 社会人（インドネシア） 

プログラムでは、専門家の講義を通じて、持続可能な農業についての知識を深めることができ、

視野が広がりました。また、JENESYS の同窓生と再会し、特にインドネシア出身の友人のネッ

トワークを広げることができたのは有益でした。 

◆ 大学生（インドネシア） 

このプログラムはわかりやすく、農業と持続可能性の関係についての有益な知識を提供し、参加

者に新しい視点やより深い考察をもたらしました。 

◆ 高校生（インドネシア） 

日本で食べたイチゴをはじめとする果物を思い出しました。インドネシアにおいて、新たな果物

の開発や技術革新を行い、果物の付加価値を付けることで、より高い価値で果物を販売できるこ

とに興味を持ちました。販売市場の拡大や、利益の増加に期待しています。 

◆ 社会人（マレーシア） 

日本の企業が、マレーシアの農家と協力してキャメロンハイランド（マレーシアの高原リゾー

ト地）でイチゴを栽培していることを知り、大変驚きました。ぜひ試食したいです。 

◆ 大学生（マレーシア） 

今回のプログラムでは、日本とマレーシアの間に農業の協力関係があることなど、多くのこと

を学びました。特に、日本の農業システムは非常に進んでいる上、政府からの支援もあり、素晴

らしいと感じました。 
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◆ その他（マレーシア） 

プログラムを通じて、他の国の参加者の意見を知ることができました。交流は非常に興味深く、

プログラムに満足しています。 

 

４．受入れ側の感想 

◆ 講師 

参加者からの積極的な質問や参加者同士での活発なディスカッションがあり、楽しい時間を過

ごすことができました。今回のプログラムを通じて、今後若い世代と交流の機会があれば積極的

に参加したいと思いました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2023 年 10 月 13 日（Instagram） 

対日理解促進プログラムとは 

1. 相互理解の促進、信頼関係を築く 

2. 日本への理解を深める 

3. プログラムを通じて、情報を共有し日本に対

する世界の関心を喚起する 

2023 年月 10 月 16 日（Instagram 等） 

マレーシアのスーパーで販売されている高級イ

チゴやメロンは、日本企業の協力の元、マレー

シアで栽培されていることを知っていました

か? 
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2023 年 10 月 16 日（Instagram） 

本プログラムでは、「食と環境の関係性」をテー

マに掲げました。 

プログラムを通じて、農業について幅広い知識

を得ることができ、また日本の企業 （Chitose 

Agriculture）が、マレーシアにあるキャメロンハ

イランドで高品質な農作物を生産していること

を知りました。Chitose Agriculture が手掛けた野

菜や果物は、マレーシアのスーパーや食料品店

で手に入れることができます。 

2023 年 10 月 13 日（Kompasiana.com 電子版） 

インドネシアとマレーシアの JENESYS オンラ

イン同窓会プログラムで農業について意見交換

が行われました。 

プログラムを通じて、各国の農業発展の取組み

について違いがあることがわかりました。 

インドネシアの農業は市場の需要を満たすこと

を重視しており、一方、日本は品質を重視して

いると言えます。 

 

６. グループワークでの参加者の発表（抜粋） 

グループディスカッション 

テーマ：あなたの地域の特産農産物をより魅力的に販売するためのプロモーションアイデアを考え

ましょう 

全 8 グループが発表 

◆ グループ 1（マレーシア） 

◼ 選んだ食材「ドリアン」 

1. 試食イベントの実施：地元の市場や

お祭りでドリアンの試食会を開催し、

新たな顧客層を開拓します。 

2. 料理の実演：地元のシェフと協力し

て、風味豊かな料理からデザートまで、

ドリアンのレシピを開発して実演しま

す。新しいレシピでドリアンが様々な
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料理や調理に使用できることをアピールします。 

3. ストーリーテリング・キャンペーン：東南アジアを中心に広く消費されているドリアンの歴史や、

地域ごとの食文化の違い、東南アジアから輸出されたドリアンの消費状況や各国の料理方法を紹

介するなど、ドリアンの魅力をオンライン・コンテンツや動画を通じて配信します。 

4. ドリアン・ペアリング：ドリアンを他の地元の食材や料理と組み合わせ、ユニークなアイデアを

考えます。例えば、ドリアン・アイスクリーム、ドリアン入りのペストリー、ドリアンとチョコ

レートのペアリング（ドリアン餅、ドリアン・クレープ、ドリアンにチョコレートのコーティン

グ）が挙げられます。 

5. 教育ワークショップ：おいしいドリアンの見分け方やトゲトゲした外皮の割り方、栄養素、調理

方法などに関するワークショップを開催し、ドリアンの独特な強い匂いに対する誤解や不安を解

消します。 

6. ドリアン・フェスティバル：音楽、ゲーム、文化的アクティビティなど、ドリアンをテーマにし

た活気あるフェスティバルを開催し、来場者に楽しんでもらいます。 

7. ソーシャルメディア・チャレンジ：ドリアンを使った料理のレシピコンテストなどを開催し、ハ

ッシュタグを使用してユーザー同士で投稿を共有してもらうなどソーシャルメディアを通して情

報の共有や交流を促します。 

8. コラボレーション：地元の食品紹介しているインフルエンサーやブロガー、地元のレストランと

提携し、ドリアン製品を紹介します。 

9. ドリアン・サブスクリプション（定期購入）・ボックス：バラエティ豊かなドリアン製品が入った

サブスクリプション・ボックスを提供し、様々な品種や商品を試してもらい、自分の好みに合っ

たものを見つけてもらいます。 

10. パッケージとブランディング：ドリアンの品質と原産地をアピールする魅力的なデザインに加え、

地球環境にも配慮したパッケージの作成を提案します。 

 

◆ グループ 2（マレーシア） 

◼ 選んだ食材「ドリアン」 

1. 輸出市場の拡大 

 多くの国にドリアンを輸出し、

市場を拡大します。 

 ドリアンの魅力を伝えるだけ

でなく、輸出により国と国との絆

を深めます。 

2. 観光地でのドリアンの販売 

・観光客がドリアンを目にする機会を増やします。 

・観光客にドリアンを試食してもらい、ドリアンの美味しさをもっと知ってもらいます。 

3. ドリアンを使用した製品の開発（アイスクリーム、月餅、チップスなど）。 

・ドリアンの用途が多岐に渡ることを知ってもらいます。 

4. フルーツ・フェスティバルを開催し、観光客を誘致します。 
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・ドリアンの認知度を高めると同時に、他の果物も味わってもらいます。 

 

◆ グループ 3（インドネシア） 

◼ 選んだ食材「ジャワ・プレアンガー・

コーヒー」 

グループのメンバーが西ジャワ州出身

であることから、西ジャワコーヒーの

ひとつである「ジャワ・プレアンガー・

コーヒー」を題材に選びました。 

コーヒーがインドネシアに持ち込まれ

たのはオランダの植民地時代ですが、

西ジャワ州は気温や降水量、標高の高さなどの特徴がコーヒー栽培に適していたので、インドネシ

アで有数のコーヒー生産地になりました。 

私たちはジャワ・プレアンガー・コーヒーをより魅力的に販売するためのプロモーションとして、

ティーバッグのように、コーヒーの粉が漏れないコーヒーバッグを作ることを提案します。豆を挽

いたままの粉末状のコーヒーの販売形態ではなく、ティーバッグ状の袋に入れるという特徴を加え

ました。 

インスタグラムや TikTok などのソーシャルメディア・プラットフォームを使用するという販促方法

を提案します。 

 

◆ グループ 4（インドネシア） 

◼ 選んだ食材「イチゴ」 

初めにイチゴとイチゴ栽培についてイ

ンドネシアにおける認知を高めるため、

TikTok や Instagram などソーシャルメ

ディアを活用したプロモーションを行

います。 

イチゴ狩りなどイチゴ農家の生活を体

験してもらうワークショップも効果的

だと思います。体験型のワークショップを通して、農業は楽しいものだという意識を促進したいと

考えています。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


